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論　文　の　内　容　の　要　旨

（目的）

高齢者の認知機能および抑うつ状態に対する白内障手術の与える影響を評価すること。

（対象と方法）

2005年 5月から 2006年 1月までの期間で，両眼の白内障手術を受けた患者を対象とした。両眼で良い

方の眼の最高視力が 0.7以下の患者を参加条件とし，88例（176眼）の患者が今回の研究に参加した。視

覚に関連した quality of life （QOL）を定量的に測定するために，The National Eye Institute Visual Functioning 

Questionnaire-25 （NEI VFQ-25）を質問表として用いた。認知機能を定量的に測定するために，国際標準とし

てよく用いられているMini Menta1 State Examination （MMSE）にて検査した。抑うつ状態を定量的に測定す

るために，国際標準としてよく用いられている Beck Depression Inventory（BDI）を質問表として用いた。手

術前と術後 2ヶ月で，最高視力，VFQ-25 ，MMSE，BDIをそれぞれ測定した。統計解析では，術前と術後

の 2群間の有意差検定には対応のある t検定を用いた。各測定項目間の相関は，ピアソン相関係数を用いて

評価した。認知機能の改善度・抑うつ状態の変化量に対する多変量解析では重回帰分析（ステップワイズ法）

を用いた。すべての検査で P値が 0.05以下を有意差ありとして判定した。平均値の表記は，平均±標準偏

差とした。

（結果）

症例の内訳は，男性 32例，女性 56例で，55歳から 93歳までの平均年齢 75.3±8.2であった。症例の中

に，アルツハイマー病・精神疾患・軽度糖尿病を除く代謝疾患を有するものはいなかった。白内障手術の

前後で，VFQ-25スコアの平均総合得点は 66.6±15.2から 82.2±11.8と有意に改善した（p<0.001）。MMSE

スコアの平均値は，25.1± 4.5から 26.2±3.7と有意に改善した（p<0.001）。BDIスコアの平均値は 6.1±6.7

から 5.0± 7.3と改善傾向を認めるものの統計学的な有意差は認めなかった（p=0.l25）。VFQ-25スコアの総

合得点とMMSEスコア（r=0.306，p=0.035）及ひ BDIスコア（r=−0.414，p<0.001）は有意な相関を認めた。
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MMSEスコアと BDIスコアは有意な負の相関を認めた（r=−0.434，p<0.001）。多変量解析において，認知機

能の改善に対して有意な関与を認めたものは抑うつ状態の変化量のみであった（R2=0.287，p<0.001）。抑う

つ状態の変化量に関与したものは，認知機能の改善度，全体的見え方の改善度，周辺視野の改善度であった

（R2=0.298，p<0.001）。

（考察）

本研究において，白内障手術は視覚関連 QOL・認知機能を有意に改善した。また，白内障手術によって

抑うつ状態は改善しなかった。これらの結果は，それぞれ従来の報告と良く一致していた。これまで，白内

障手術によって認知機能が若干の改善を認めることは報告されていたがその機序は不明であった。また，白

内障手術は抑うつ状態を改善しないとされてきた。本研究の結果から，白内障手術による認知機能の改善は，

手術によって患者の視覚関連 QOLが改善し，その結果で抑うつ状態が改善され，うつによる偽認知症も改

善したと考えられた。

（結論）

白内障手術によって，視覚関連 QOL，認知機能は有意に改善した。白内障手術による認知機能の改善は，

手術によって患者の視覚関連 QOLが改善し，その結果で抑うつ状態が改善され，抑うつによる偽認知症も

改善したと考えられた。

審　査　の　結　果　の　要　旨

本研究は，高齢者の認知機能および抑うつ状態に対する白内障手術の与える影響を評価することを目的に

行われ，88例の患者が今回の研究対象になった。多変量解析の結果，抑うつ状態の変化量のみが認知機能

の改善に対して有意に関与していた。そしてこの抑うつ状態の変化量に関与したものは，認知機能の改善度，

全体的見え方の改善度，周辺視野の改善度であった。すなわち白内障手術は視覚関連 QOL・認知機能を有

意に改善したが，白内障手術によって抑うつ状態は改善しなかった。この結果から白内障手術によって患者

の視覚関連 QOLが改善したことで抑うつ状態が改善され，偽認知症も改善したと考察している。

高齢者の認知機能障害と抑うつ状態に対して白内障手術が有している治療的意義を明らかにした点で意義

ある研究と評価される。

よって，著者は博士（医学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。




